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測　　　貼 測貼間距離 放射能 地中温度米 エマンノ立 （深サ1米） 傭　　　　　　　考
NO．1 ユ．81 9．7 花陶岩砂質上睦比較的乾燥23
No．2 工．39 9．5 同　　上16
No．3 6．07 9，6 同　　上17
Nα　4 1Z11 9．3 同　　上66
No，5 7．84 9，O 合礫粘土質土壌，潟潤18
No．6 i．20 9．5 同　　上38
NO．7 O．11 1O．3 合礫粘土質土壌，極メテ潟潤32
No．8 O．31 8．S 同　　上
4 初田，松澤，亀井
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　此結一果を見る幽し’『爬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と放射能は花岡
　I5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1市　　の部分では小部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　居の部分に比し筆　　　　　　　　1・裏て竈かに大であ評　　　　・泰㈱に近
抜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付くに従ひ著射　　　　　　　　8塁・しく増大してる
能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。前記の理由　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から此附近で細
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かく測鮎を選び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得なかったあ
　0　0　　　　　　　　100　　　　　　　　200㎜　　　　　と，側線の両端
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も地形上延長の
　　　十　十　十　一ト　十　十　　　　十　十十十十　十ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹸地が無かった
　　　十　→一ま十　十十／　　　　†花門店十十／　　　・j、師届怜新世上師〕　　　　　　のは残念である
　　　十十十十十サ！
　　　　　　　　　　ノ　第　二　圖　　　　　　　　　　　　が北大勢は変ら
ないものと者へてよいであらう。此附近の土壌は所謂原地上（autOchthOn㎝lBOden〕で原
岩石の放射能測定は未だ行はないが礫岩及頁岩を主とする小都居の岩石より生じた土壌
は含角閃黒雲母花樹岩の士壊より放射能が小なる事は営然豫想されたが果して上の如き
結果を得た。又断居附近で放射能曲線に著しい山が出たがF．M舳erηがThOringenの
Leuchtenburg9㎜benで打つだ測定でもW　Pat㎡cu8）のGδttingenのLeinetalgrabenに於
ける測定でもやはり同様の結果を得でみる。化現象は可溶性のラヂウム監が断居の虚弱
な地帯に於て地下水の循婆と菜に表面近く一に勝され或はR越自身が助中の瓦斯と共に鴉
帯を上昇して來ると想像されて居るが未だ明確でない。
　　　　　　　　　　　　　　5．土建の識肘厳
　現地の土壌を採集してGeig台トM舳er計数管を使用してγ線の計数に依り放射能の比
較を打つだ。装置拉びに方淘ま筆者助が既に製表してゐるから裁には省略するが各試料
に就き140分間測定して次の様底計数比を得た。
　　　　花筒砦の土壌：小部厨の土壌＝1123：459≒2．4：1
　勿論此値にはトリウム系元素の放射能も含まれてゐるのであるがRaとThの一般岩
石に合有されてゐる割合から者へて上の計数比は爾土壌のRa含有量の比に近いと考へ
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て差支べないと思はれる。第二圖のRadioactive　Pro創eを見ると花開岩と小部暦の部分
とに於てRnの示す放射熊に明瞭な相違が認められるが，噺居だより擾飢されて居ない
部分に於ける地中室氣の’Rn濃度として花開岩の部分では測鮎No．1及No，2の平均
値を探ゆ，小部居の部分ではNo．6，Nα7，Nα8の不均値を探れば1．60：O．54÷3一
となり，之を前記の計数比と比較すれば地中室氣のRn量は土壌中のRaに大鎧に於て
封騰するものなる事が推定される。
　犯て試みに容量3立のフgスコに現地の花樹岩の土壌を充填密閉し，約一ケ月放置し
て共中のR罰から褒生するRnが前者と平衡に達して後此中の空氣を務め排気ぜる電離
穂に牧容してRn量を測定した。使用したフラスコの底には活栓付の硝子管を附しRn
の完全敗容に遺憾無からしめた。此結果土壌室氣気立中ユ0．8エマンのRaを有する事が
測った。土壌のRa測定は行って居ないが原岩石たる花開岩の去れに近いと假定して
毎亙中ユx1Or〕田瓦と探牝は上記實験に使用し走土壌の量2635瓦中のRnと平衡量のRn
は26．35エマンとなる筈である。土壌中の室間の容積を水で置換して測定した塵1．37立
であった。依って若し平衡量のRnが全部室気中に出るとすれば土壌室氣1立中のRn
量は19・2エマンとなる。然し實際に上記の通りであるから此の比
　　　　　エ0．8　　　　　　　＝563％　　　　　19．2
はRn離脇能を表す事になる。Rn離脱能は潔皮の函数であり殊に低温度の水分が相當
含有せられてゐる場合には著しく小になる。測定常時の孔底温度は9。～1ぴCで相當撫
潤であった。之に封じてフラスコ中の窒氣のRnを測定した、時の室温は22．Cであっ
た。實験室で測定したRnの濃度が原地に於ける値より著しく犬であるのは此理由で説
明脚來る。
　　　　　　　　　　　　　　　6．笛　　　　言
　今日の測定は初めての試みであった爲準備や装置の上に於ても不充分な研が有ったに
拘らす相當興味ある結果を得た。地中室氣の放射能は地表に近い所は氣硬的要素に支配
されるが今日の測定は概して静穏な蓮綾三日間に完了し淀ので共心配は少なかった。然
し成るべく地表より深い部分の塞氣を採集する事が望ましいので最初地中室氣探集管と
しで長さ1米で先端20糧の梢細くなった部分に多藪の側孔を有するものを用意したが之
は忽ち泥が塞って使用に堪べなかった。今日探用した方法も非常に漁潤なる土地に於て
は適用出來ない事は明年である。兎に角温泉等に關係の無い地域に於て断盾の附近で地
中室氣の放射能に前記の如き著しい蟹化を認めた事は放射能的地下探査の可能性を實講
したものと謂へる。
初回，松澤，拍井
終腋臨み測定費地に懇切なる御指導を賜った松山基範教授に厚く感謝すると共に，
本研究に要した費用の大部分は文部街科學研究費に依った事を記して講臆を表する次第
である。
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